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る条件を第 2 章と第 3 章の結果を応用した理論により考察し、そのメカニズムを明らかにし、任意条
件の冷却の場合の伝熱特性を考察している。
第 5 章は総括で、本研究でえられた結果をまとめている。
論文の審査結果の要旨
水噴流を高温物体に噴射して冷却する方法は、現在実用的にもっとも強力な冷却方法とされている
が、物体表面に沿う噴流の構造が複雑な上にサブクール沸騰、核沸膜および膜沸騰が共存するので、
単純な取り扱いができなしミ。高熱負荷冷却では予想通りの冷却効果が達成できなかった場合の被害が
激烈で、あるから、水噴流による冷却の本格的適用のためには、冷却に関係する諸因子の影響をできる
だけ正確に把握する必要があるが、上述の困難性のために従来の研究は甚だ不徹底であった。
この論文では、まず沸騰を伴わない噴流の伝熱と流動の領域がつぎの 6領域に区分されることを示
し、各領域の基本的特性を明らかにした。すなわち、
1. 衝突域
2. 層流助走区域
3. 乱流遷移域
4. 乱流発達液膜域
5. 層流発達液膜域
6. 跳水点近傍
実際に水噴流が伝熱面に衝突する場合には伝熱面の一部を噴流がぬらし切れないので、つぎの領域
が区分できる。
1. 完全膜沸騰域
2. 衝突接触域
3. 液膜拡大域
4. 跳水発生後領域
この論文は、まず以上の領域区分を確立し、つづいてこの知見にもとずいて極小熱負荷点の発生機
構、完全膜沸騰の崩壊機構、これらに対する伝熱面材料および諸条件の影響を、基礎的実験により広
範囲にわたり解明したものであって、水噴流を現実の冷却系に応用する場合の指針を与えるばかりで
なく、伝熱工学に寄与するところが大きしミ。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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